
６年間で学んだ 心の成長をかみしめて！
—第９３回卒業証書授与式—

３月１８日、「一番ぼし」学年５０名の卒業式、真新しい中学校の制服に身を包み、卒業証書を

授与される姿は、とても堂々として立派でした。６年前、「常に先頭にたって輝き続ける子になっ

て欲しい」との保護者の思いから、学年名が「一番ぼし」となりました。そのネーミングどおり、

何事にも本気になり全力で取り組む姿は、いつもキラキラとしていました。

卒業生５０名の６年間で伸びた身長の平均の長さは、35.8cmありました。この身長の伸びと同

じように、卒業生の心も大きく成長していたようです。卒業を前に書いた作文「６年間で成長した

こと」では、「失敗してもあきらめないで頑張ったこと」や「勇気を出して自分から挑戦すること」

など、成長の足跡がたくさん綴られていました。特に、１年生が喜んでくれるようにと、何度も

手直しをして創りあげた「手づくり絵本」の読み聞かせ、「フラワー小姓町」の福祉施設を訪れ、

お年寄りの方とのカルタ交流、そして「五小思草」挨拶リレーの模範となって取り組んだ活動な

ど、温かいかかわりを大事にしてきました。その経験を中学校でも生かしていってください。
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５年生による激励のエール後輩にハイタッチをする門出の風景

卒業証書を抱え、体育館に響き渡った卒業生合唱「旅立ちの日」♪




